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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期累計期間
第20期

第３四半期累計期間
第19期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 3,574,409 3,815,688 4,775,426

経常利益 （千円） 323,638 446,876 401,764

四半期（当期）純利益 （千円） 221,268 305,954 285,506

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 523,328 523,328 523,328

発行済株式総数 （株） 10,327,200 10,327,200 10,327,200

純資産額 （千円） 1,110,959 1,358,009 1,173,178

総資産額 （千円） 3,953,177 4,408,633 3,492,409

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 42.87 59.28 55.32

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 24.00

自己資本比率 （％） 28.1 30.8 33.6

 

回次
第19期

第３四半期会計期間
第20期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.20 28.95

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移については

記載していません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社がないため記載していません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在していません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものです。

 

（1）業績の状況

　当第３四半期累計期間における売上高は 3,815,688千円（対前年同期間比 6.8％増）、営業利益は 419,442千円

（同 27.4％増）、経常利益は 446,876千円（同 38.1％増）、当期純利益は 305,954千円（同 38.3％増）と増収増

益となりました。増収の要因は、戦略的にシフトしてきたマーケティング事業が続伸したことによるものです。増益

の主な要因は、業績成果によるものではなく、近い将来の利益増を見据えた人材や販売促進の投資が計画通りに進め

られなかったことによるものです。また、すでに期初発表の通期計画利益をこの時点で超えていますが、遅れている

投資を第４四半期にプラスしておこなってゆきます。以下サービス別の業績を説明いたします。

 

　ページ制作や宣伝広告のアウトソーシングを受託するマーケティング事業は、受託受注額が増加し、売上高は、

841,500千円（同 49.0％増）と伸長しました。しかし属人的な生産性である事と人材もひきつづき強化している事か

ら、収益化までには至っておりません。

 

　販売システム事業（名称ショップサーブ）については、既報のとおり、すでに過当競争になっている事から、新規

営業を（専門店）ＥＣでのポテンシャルが見込める顧客店舗の獲得へシフトさせるとともに、機能面を拡充する動き

を取ってきました。この結果、顧客店舗数は継続的に減少し、ストック売上（月間固定料金）は 1,404,731千円（同

5.4％減）となりましたが、受注単価増により、フロウ売上（商規模連動料金）は、1,543,294千円（同 4.2％増）と

なりました。

 

　次の収益ブロックを目指したマーケティングシステム事業（名称バックストアー（群））については、立ち上げ時

期につき、システム開発や人件費など投資を今後も強化継続します。

 

　メディア事業（名称パーク）については、既報のとおり注力から外していますが、これを含めてその他売上は、

26,162千円（同 40.1％減）となっています。

 

　今後もひきつづき次世代への投資を積極的に継続して参ります。
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(2)財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末における総資産は、4,408,633千円となりました。

　当第３四半期会計期間末における財政状態は次のとおりです。

 

(資産)

　当第３四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末比で 916,224千円増加し、4,408,633千円となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加 793,939千円、売掛金の増加 122,872千円によるものです。

 

(負債)

　当第３四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末比で 731,393千円増加し、3,050,623千円となり

ました。これは主に、預り金の増加 704,628千円、買掛金の増加 70,634千円、未払法人税等の増加 36,004千円、

未払金の減少 62,218千円によるものです。

 

(純資産)

　当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末比で 184,831千円増加し、1,358,009千円とな

りました。これは、平成29年３月期の配当金支払 123,871千円があったものの、四半期純利益として、305,954千

円を計上したことによります。これにより自己資本比率は 30.8％(前事業年度末比 2.8ポイント減)となりまし

た。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 41,308,800

計 41,308,800

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,327,200 10,327,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら
限定のない当社にお
ける標準となる株式
です。なお、単元株
式数は100株です。

計 10,327,200 10,327,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 10,327,200 － 523,328 － －
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 5,165,900
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,160,900 51,609 －

単元未満株式 普通株式      400 － －

発行済株式総数 10,327,200 － －

総株主の議決権 － 51,609 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）
株式会社Ｅストアー

東京都港区西新橋
１－10－２

5,165,900 － 5,165,900 50.02

計 － 5,165,900 － 5,165,900 50.02

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成していません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,312,622 3,106,561

売掛金 575,929 698,802

貯蔵品 9,058 10,432

その他 117,571 175,518

貸倒引当金 △3,131 △5,150

流動資産合計 3,012,050 3,986,164

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 96,830 73,400

その他（純額） 32,380 29,443

有形固定資産合計 129,211 102,844

無形固定資産 103,606 82,752

投資その他の資産   

投資有価証券 72,020 70,651

敷金 132,410 132,410

貸倒引当金 △4,483 △3,143

その他 47,593 36,952

投資その他の資産合計 247,541 236,871

固定資産合計 480,358 422,468

資産合計 3,492,409 4,408,633

負債の部   

流動負債   

買掛金 190,581 261,215

未払金 123,658 61,440

未払法人税等 31,193 67,198

預り金 1,740,309 2,444,938

賞与引当金 90,618 39,127

その他 120,299 154,817

流動負債合計 2,296,660 3,028,737

固定負債   

資産除去債務 20,743 20,924

リース債務 1,826 961

固定負債合計 22,569 21,885

負債合計 2,319,230 3,050,623
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 523,328 523,328

資本剰余金 539,461 539,461

利益剰余金 2,921,470 3,103,553

自己株式 △2,810,314 △2,810,314

株主資本合計 1,173,945 1,356,028

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △767 1,980

評価・換算差額等合計 △767 1,980

純資産合計 1,173,178 1,358,009

負債純資産合計 3,492,409 4,408,633
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 3,574,409 3,815,688

売上原価 2,386,633 2,711,053

売上総利益 1,187,776 1,104,634

販売費及び一般管理費 858,451 685,192

営業利益 329,325 419,442

営業外収益   

受取利息 149 149

仮想通貨売却益 － 28,412

未払配当金除斥益 310 580

投資有価証券売却益 － 1,434

雑収入 45 773

営業外収益合計 504 31,350

営業外費用   

支払利息 374 －

投資有価証券償還損 588 －

投資有価証券売却損 － 3,627

子会社清算損 436 －

為替差損 235 216

貸倒引当金繰入額 4,483 －

雑損失 72 72

営業外費用合計 6,191 3,916

経常利益 323,638 446,876

税引前四半期純利益 323,638 446,876

法人税、住民税及び事業税 87,640 117,921

法人税等調整額 14,729 23,000

法人税等合計 102,370 140,922

四半期純利益 221,268 305,954
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【注記事項】

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 123,872 24 平成28年３月31日 平成28年６月24日
繰越利益
剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月17日
取締役会決議

普通株式 123,871 24 平成29年３月31日 平成29年６月26日
繰越利益
剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるた

め、記載を省略しています。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｅストアー(E05218)

四半期報告書

11/14



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりです。

項目
前第３四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 42円87銭 59円28銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 221,268 305,954

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 221,268 305,954

普通株式の期中平均株式数（株） 5,161,301 5,161,298

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成３０年２月２日

株式会社　Ｅ　ス　ト　ア　ー

取　　締　　役　　会　　御中
 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 遠　　藤　　康　　彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山　　本　　恭 仁 子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Ｅス

トアーの平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの第２０期事業年度の第３四半期会計期間（平成２９年１０

月１日から平成２９年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年１２月３１日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Ｅストアーの平成２９年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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